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研究開発の成果

平成27年度採択 微細発泡技術を用いた軽量化プラスチック食品容器の開発
赤松化成工業株式会社（徳島県） 主たる技術：複合新機能材料

包装容器成型前のプラスチックシートを3層とし、中間層を発泡層とすることで、2種3層構造を有する
新規発泡プラスチックシートを開発し、製品成型時における重量の従来比30％減を達成する。

■微細発泡技術の開発
化学発泡法及び超臨界流体発泡法の開発を行っ
た。化学発泡法により、泡の平均直径φ90-100μm
（独立気泡）を達成した。
■2種3層発泡プラスチックシートの作製と物性評価
2種3層発泡プラスチックシートを作製し、その物性値
を確認した。特に、発泡プラスチックシートは断熱性に
優れていることが確認された。
■試作品成型
発泡樹脂シートを用いて製品サンプル（コーヒーカッ
プのリッド、食品用トレイ、ヨーグルトカップ用プラスチック
シート）を作製し、ユーザー企業へ提供した。

500 mm
550～750mm
（1.1～1.5倍の厚さ）
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